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◆映画「祝福（いのり）の海（仮題）」制作協力のお願い 

テーマは「海」と「命」。 

祝島と福島、そして海に生きる人達を追ったドキュメンタリー映画制作ご協力のお願い 

映画制作者：東条雅之（フリージャーナリスト） 

＜資金提供について＞ 

口座番号：00910-6-201437（店番号０９９） 

名義：スナメリチャンネル 

一口 1000円、一口以上いくらでも・・・。 

寄付いただいた方のお名前を映画のエンドロールに記載します。 

 

 

 

 

 

京都大学瀬戸臨海実験所付近に打ち上がったタコブネ 

 タコブネは世界の暖海域の表層で浮遊生活するタコの仲間なので海岸への漂着記録はとても少ない。

雌が貝殻をつくって船にして外洋に浮かんで流れのまま漂っている。和歌山県沿岸から最近、軟体部が

よく残っている新鮮な１個体が報告された。京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”や番所崎には 500種余り

もの大型貝類の貝殻が漂着するが、その中に本種も確かに含まれている。でも、2012年までの約 15年間

にわたる調査ではたった１個の貝殻の打ち上げであった。その貝殻は色あせ、全体が白くなっており、

一部に破損があるものだった。2001年 8月 20日に番所崎に打ち上がっていたのを発見した。 

 やっと 2個体目の漂着があった。それは新鮮で、色も抜けていなかった。2012年 12月 5日に“北浜”

に打ち上がった。最大殻幅である開口部の張り出し部は、これら新旧の 2個は、それぞれ 37 mmと 32 mm

であった。貝殻上に長短交互にある龍骨部は 32本と 38本あり、それに対応して形成されているイボは

18個と 19個ほどみられた。多数あるので 2個体ともよく成長しているといえる。 

 当該調査域へのタコブネの漂着は、オウムガイの貝殻と同じように、漂着前の生態状況は全く異なる

が、10年に１回くらいの頻度であろう。これらに対して当域にアオイガイが打ち上がったことはない。

たとえアオイガイが外洋の表層に多く生息していたとしても、その殻はたいへん薄くもろいので海岸ま

で流れ着かないのであろう。 
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7．事務局便り 

●「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思われる方は、事務局

までご連絡ください。 

 このメールマガジンの配信を希望する方がありましたらアドレスをお知らせください。 

 このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでいただくため

に転送をお願いします。ただし、写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡ください。 

 企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

 本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催をお手伝い

できる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。 

ご一緒に講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 

 本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ口座 

「ゆうちょ銀行 口座番号：１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」 

 へお送りください。なお、送金される場合は、その内容について事務局にお知らせください。 

 


